
  

 

 

 

時間の確保。 

５月２５日 体験から学ぶ「命を守る力」（４年生） 

５月２５日（月）、４年生を対象に体験型防災学習を実施しました。講師として、先

週に引き続き熊本市消防局出水出張所の方々をお迎えして、今回は次の３つの体

験を行いました。 

〇心臓マッサージ体験 〇煙体験（避難行動）  〇バーチャル消火体験 

子どもたちは、命を守る最前線で働く方の話に真剣に耳を傾けていました。

「どうすれば自分の命を守ることができるか」「助け合うためにはどうすればよい

か」を考えながら一つ一つの活動に、慎重な表情で向き合う姿が印象的でした。

学校だからこそできるこうした体験活動を通して、子どもたちは「知識」だけでな

く「行動する力」と「意識」を高めています。 

 

５月２６日 みんなでつくる安全なプール（５・６年生） 
５月２６日（火）には、５・６年生がプール掃除を行いました。毎年恒

例となっているこの活動ですが、ただ掃除をするだけではなく、     

「みんなが安全に使う場所を整える」という意味を大切にしていま

す。プール本体だけでなく、プールサイド、更衣室やシャワー、手洗い

場など、掃除する場所は多岐にわたります。自分ができることに一生

懸命取り組みました。 

子どもたちは、楽しみながら一つ一つの仕事をとてもがんばりまし

た。きれいになったプールを見て、水泳学習のスタートがますます楽

しみになったようです。 

５・６年生みんなが、一人一人の役割を果たしながら、プールをピカピカに。その姿には、「みんなで学校をつく

る」という気持ちが表れているようで、とても頼もしかったです。 

プール掃除には「あるある」もあります。プール底面の排水口から排水されるのですが、そこには落ち葉や泥がた

まりやすく、取っても取っても水がなかなか流れていきません。そんなときは・・・「全員集合！」。５・６年生みんなで

バケツを使って水をくみ出し、排水溝へと流していきました。     まさに人海戦術で、最後までやり切りました。 

 

  え・・・？？         

排水しない                   こうなったら全バケツ総動員だ！            これぞマンパワー！        感謝！ 

これでようやく仕上げができます 

学校だより⑥                                         令和８年５月２７日     

熊本市立砂取小学校 校長 楠本 亮 

砂取小だより 
 


